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1.  組織の概要 

(1) 事業所名  ：  株式会社 吉野興産 

(2) 代表者氏名 ：  代表取締役社長  光友 篤史 

(3) 所 在 地 ：  三重県津市戸木町焼野5416番地の1 

(4) 事業内容   ： 産業廃棄物収集運搬、特別管理産業廃棄物収集運搬 

産業廃棄物処分 (中間処理)   

(5) 資 本    ： 30,000,000円 

(6) 沿 革    ： 1995年10月30日  有限会社吉野興産設立 

            1995年12月 4日  三重県産業廃棄物収集運搬業許可取得 

            1995年12月13日  愛知県産業廃棄物収集運搬業許可取得 

            2001年 3月29日  三重県 処分業許可取得 

2001年 6月28日  株式会社に組織変更 

2014年 4月 1日  代表取締役 交替 

2022年 2月 1日  M-EMSステップ２W認証 

(7) 事業の規模 

① 売      上 ： 499,873,419円 （2022年度） 

② 従 業 員 数 ： 2 7名(派遣社員５名)  

③ 敷 地 面 積 ： 延床面積 

・本社・ 事務所  敷地面積: 1,386㎡   延床面積:173㎡  

・中間処理施設                延床面積:309㎡  

・積替え保管施設 敷地面積:562㎡  延床面積:141㎡ 

・駐車場 敷地面積：1,822㎡ 

 （8） 許認可一覧と許可品目 

 

１）産業廃棄物関係 
許可の内容 
 

有効期限/許可行政 
 

許可品目 
 

産業廃棄物収集運搬業 

許可番号: 第02414035812号 
 

有効期限: 令和5年3月6日  

～  令和11年12月3日 

許可行政:三重県 

廃プラスチック類、ガラスくず等、がれき類の3種類

（石綿含有産業廃物を含む。）（積替え・保管を含

む。） 

汚泥、廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、燃

え殻、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維

くず、動植物性残さ、鉱さい、ばいじんの14種類（積

替え・保管を除く） 

産業廃棄物収集運搬業 

許可番号:第02300035812号 

 

有効期限: 令和5年3月14日  

～  令和11年12月12日 

許可行政:愛知県 

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチッ

ク類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、金属

くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱

さい、がれき類の14品目（積替え、保管を除く） 

産業廃棄物収集運搬業 

許可番号:第02100035812号 

 

有効期限: 令和5年9月20日  

～  令和9年9月19日 

許可行政:岐阜県 

燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊

維くず、動植物性残さ、金属くず、ガラスくず・コンクリ

ートくず及び陶磁器くず、がれき類の10種類（積替

え、保管を除く） 
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産業廃棄物収集運搬業 

許可番号:第02501035812号 

 

有効期限: 令和2年10月26日  

～  令和7年10月25日 

許可行政:滋賀県 

汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、

金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器く

ず、がれき類の8項目（積替え、保管を除く） 

産業廃棄物収集運搬業 

許可番号:第02900035812号 

 

 

有効期限: 令和4年2月16日  

～  令和9年2月15日 

許可行政:奈良県 

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチッ

ク類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスく

ず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類の12種

類（積替え、保管を含まない） 

産業廃棄物収集運搬業 

許可番号:第02601035812号 

 

有効期限: 令和3年2月19日  

～  令和8年1月25日 

許可行政:京都府 

廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、

金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器く

ず、がれき類の8種類（積替え、保管を含まない） 

産業廃棄物収集運搬業 

許可番号:第02700035812号 

 

有効期限: 令和2年11月24日  

～  令和7年11月23日 

許可行政:大阪府 

汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維

くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・

コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類の11種類

（積替え、保管を含まない） 

産業廃棄物収集運搬業 

許可番号:第03000035812号 

 

有効期限: 令和2年11月6日  

～  令和7年11月5日 

許可行政:和歌山県 

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属く

ず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれ

き類の7種類（積替え、保管を含まない） 

産業廃棄物収集運搬業 

許可番号:第02802035812号 

 

有効期限: 平成31年3月17日  

～  平成36年3月16日 

許可行政:兵庫県 

汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維

くず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁

器くず、がれき類の9種類（積替え、保管を含まない） 

産業廃棄物収集運搬業 

許可番号:第01700035812号 

 

有効期限: 令和2年12月3日  

～  令和7年12月2日 

許可行政:石川県 

汚泥（無機汚泥に限る）、廃プラスチック類、紙くず、

木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず・コンクリートく

ず及び陶磁器くず、がれき類の8種類（積替え、保管

を除く） 

特別管理産業廃棄物 

収集運搬業 

許可番号:第02454035812号 

有効期限: 令和4年11月19日  

～  令和9年10月19日  

許可行政:三重県 

特定有害燃え殻、特定有害汚泥、特定有害廃油、

引火性廃油、特定有害廃酸、腐食性廃酸、特定有

害廃アルカリ、腐食性廃アルカリ、特定有害ばいじ

ん、感染性産業廃棄物、特定有害廃石綿 

（積替え、保管を除く） 

特別管理産業廃棄物 

収集運搬業 

許可番号:第02350035812号 

有効期限: 令和元年9月9日  

～  令和6年8月7日  

許可行政:愛知県 

特定有害廃石綿等（積替え、保管を除く） 

以上 1品目 
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産業廃棄物処分業 

許可番号: 第02424035812号 

有効期限: 令和5年3月29日  

～令和12年3月28日 

許可行政:三重県 

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く。） 

紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス 

くず等 （石綿含有産業廃棄物を除く）、がれき類（石

綿含有産業廃棄物を除く。） 

上記品目は水銀使用製品等産業廃棄物を除く。 

 

２）一般廃棄物関係 他 

許認可の事業 市町村 許可番号 許可年月日 許可期限 

一般廃棄物収集運搬業 

 

津市 1532号 令和4年3月14日 令和6年3月31日  

 
・積替え保管 

所在地及び面積 

 

産業廃棄物の種類 

 

許可行政 

 
津市戸木町字焼野5420番地 

(面 積 : 141㎡ ) 

(保管上限 :廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 6 0㎥ 、
ガ ラ ス く ず 等 6 0㎥ 、 が れ き 類 3 0㎥ ) 

 

 

廃プラスチック類、ガラス<ず等、がれき類 

 

三重県 

 

 
 

(９)取扱い産業廃棄物 
 
 ・廃棄物の収集運搬実績 

収集運搬実績 単位 2020年度 2021年度 2022年度 

一般廃棄物 ｔ 0 0 0 

産業廃棄物 ｔ 11,417 10,083 8,362 

特管産業廃棄物 ｔ 8 2 0.1 
 
※一般廃棄物の許可はありますが、2019年～2021年度の実績はありません。 

 
   ・運搬車両の種類と台数 

          

車両の種類 台数 最大積載量（ｋｇ） 備考 

脱着装置付コンテナ専用車 7台 3,900～7,900 一般廃棄物・産業廃棄物・特管産業廃棄物 

脱着装置付コンテナ専用車 7台 7,000～14,000 産業廃棄物、特管産業廃棄物 

キャブオーバ 3台 2,750～3,500 産業廃棄物、特管産業廃棄物 

軽トラック 1台 350 一般廃棄物・産業廃棄物・特管産業廃棄物 

軽バン 1台 350 産業廃棄物、特管産業廃棄物 

ウイング車 1台 14,000 産業廃棄物、特管産業廃棄物 

 
 
 
 
     ・中間処理実績 

処理実績 単位 2020年度 2021年度 2022年度 

中間処理量（破砕等） ｔ 9,563 9,203 9,089 
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 ・中間処理施設の種類及び処理能力 

破砕機   ： NC工業 NCM-P-V2 1100型、諸岡 MC-2000 
重機    ： コベルコSK50SR、コベルコSK125SR 3台 
 

・処理能カ 

破砕     ： 316.9ｔ/日(24時間)   

圧縮    ： 134.06 t/日(24時間) 

・許可品目       ： 【破砕】廃プラスチック類・ 紙くず・ 木<ず・ 繊維くず・ ゴムくず・金属くず・  

ガラスくず等・がれき類 

【圧縮】廃プラスチック類、紙くず、繊維くず 
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・処理工程図  
 

 

    収集運搬業者     

 

       搬入        

 

       計量        

 

      展開検査      

 

       選別        

 

   破砕・圧縮梱包     

 

    リサイクル                  焼却                     埋立      

 

木くず：チップ・燃料 

廃プラスチック類：原料、RPF              埋立      

がれき類：路盤材 

紙くず：製紙原料 

金属くず：製鋼原料 
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(10)廃棄物の処理料金 

運搬距離、 廃棄物内容、 回収形態等により、 都度見積もりをおこなう。 

 
 
(11)環境活動の取り組み体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境管理責任者 :  稲垣 幸三  

担当連絡先    ： 稲垣 幸三 

(TEL:059-255-0770  FAX : 059-255-0779)  
 

2.  登録対象 

 

(1 )登録内容 

M-EMS登録証: 

初 回 登 録 ： 2022年 2月 1日 

登録有効期間   ： 2024年 1月31日 

登 録 番 号   ： M-EMS２W-0023      KES2W-5-0023 

 

(2) 登録範囲 

産業廃棄物、特別産業廃棄物並びに一般廃棄物の収集運搬及び産業廃棄物の処分(中間処理)  

 

(3 )対象事業所 

本社・事務所     三重県津市戸木町焼野 5416-1           

中間処理施設    三重県津市戸木町焼野 5416-1           

積替え保管施設    三重県津市戸木町焼野5420   

駐車場         三重県津市戸木町4599番1   
 
 
 
 
 
 
 
 

最高責任者 

 
自己評価員チーム 

 
事務局 

 
環境管理責任者 

 
現場部門 

 
営業部門 

 
事務部門 
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３．環境宣言 

 
 
 

環 境 宣 言 

 

基本理念 

株式会社 吉野興産は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、

全組織を挙げて環境負荷の低減及び環境保護に努力します。 

 

方  針 

株式会社 吉野興産は、産業廃棄物収集運搬、特別管理産業廃棄物収集運搬、産業廃棄物処分

（中間処理）業務に係わる全ての活動、製品及びサービスの環境影響を改善するために、次の方

針に基づき環境マネジメント活動を推進して地球環境との調和を目指します。 

 

１．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響を常に認識し、環境汚染の予防及び環境 

保護を推進するとともに、環境マネジメント活動の継続的改善を図ります。 

なお環境保護には、持続可能な資源の利用、気候変動の緩和及び気候変動への適応、並びに 

生物多様性及び生態系の保護などを含みます。 

２．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境関連の法的及びその他の要求事項を順守します。 

 

３．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点テーマ 

として取り組みます。 

(1) 電力の効率改善 

(2) 重機燃料の効率改善 

(3) 収集運搬車両の燃費改善 

(4) リサイクル率の向上 

  (5)  廃棄物適正処理の推進（分別方法の指導・提案） 

    (6)  会社周辺の清掃活動 

 

４．一人ひとりが環境負荷低減活動及び環境保護を積極的に実践できるように、この環境宣言を組織

の全員に周知するとともに一般に人々が入手できるようにします。 

 

５．三重県及び津市の環境改善活動に積極的に参画します。 

 

上記の方針達成のために、環境改善目標を設定するとともに、定期的に見直し環境マネジメント活

動を推進します。 

 

制定日 2021年4月1日 

  

 株式会社 吉野興産 

 代表取締役  光友 篤史  
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4.  環境改善目標 

2021年度以降３年間の環境改善目標  （基準年度：2020年） 

№ 環境改善目標 単位 
(基準年度実績) 

2020年度 

 目標値・実績 

2021年度 2022年度 2023年度 

１ 

電力使用量の削減 

（基準年度比： 

2％削減） 

電気使用量 ｋＷh ７０，９１５ 
目標 

維持 
(70,915 kWh） 

1％削減 
（70,206 kWh） 

2％削減 
（69,497 kWh） 

実績 72,466 kWｈ 71,291kWh  

二酸化炭素 

排出量 kg-ＣＯ2 ３０，２１０ 

目標 30,209 29,907  

実績 30,871 30,369  

２ 

重機燃料使用の 

効率改善 

（基準年度比： 

2％向上） 

重機燃料 

（稼働時間当

たりの使用量） 
L/ｈ ５．７０ 

目標 
維持 

（5.70 L/ｈ） 

1％向上 
（5.64 L/ｈ） 

２％向上 
（5.58 L/ｈ） 

実績 ５．７０ ５．６５  

燃料使用量 L ４４，７００ 実績 42,528 41,783  

二酸化炭素 

   排出量 kg-ＣＯ2 １１５，３２６ 実績 109,722 107,800  

３ 

車両（収集運搬車）  

の燃費改善 

（基準年度比： 

2％向上） 

車両燃料 

(１L当たりの走行

距離) 
ｋｍ/L ３．０５  

目標 
維持 

（3.05ｋｍ/L） 
1％向上 

（3.08ｋｍ/L） 
２％向上 

（3.11ｋｍ/L） 

実績 ３．０５ ３．０７  

燃料使用量 L １６１，３２７ 実績 200,605 194,239  

二酸化炭素 
排出量 kg-ＣＯ2 ４１６，２２４ 実績 517,561 501,136  

４ 
リサイクル率の向上 

（基準年度比： 

  ３％向上（41％）） 

リサイクル（資

源化）率 
％ ３８ 

目標 
１％向上 
（39％） 

２％向上 
（40％） 

３％向上 
（41％） 

実績 ４０ ４０  

５ 
分別方法の 

指導・提案 
3件増加（27件） 

分別方法の指

導・提案件数 
件 ２４ 

目標 
1件増加 

（25件） 

２件増加 

（26件） 

３件増加 

（27件） 

実績 2件増加（26件） 1件増加（27件）  

６ 

清掃活動 

施設周辺の清掃活動 

１回/月 

清掃回数 回 １２ 

目標 
維持 

（１２） 
維持 

（１２） 
維持 

（１２） 

実績 １２ 12  

ＣＯ2 排出係数 : 中部電力 ； (2019 年実績) 0. 4 26 kg-CO2/kＷh  ガソリン；2.32 kg-ＣＯ2/ℓ 

       軽油；2.58 kg-ＣＯ2/ℓ   出典：環境省温室効果ガス排出量算定・報告公表制度 

化学物質においては、その使用実績がありません。 

水使用量に関しては、浄化槽や飲料水等の生活排水のみで、環境負荷が小さいため改善目標としていません

が、管理項目として取り上げ数量管理をし、削減に努めていましたが、２０２１年度より産廃排出先よりの指示によ

り、粉塵の防止を求められ湿潤養生を余儀なくされており、目標管理としております。 

また燃料使用量においては、ガソリンの使用量を管理項目として使用量管理をし、その削減に努めます。 
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5.  環境改善目標と実績  

2022 年度 環境活動実績      （基準年度：２０２０年度） 

№ 環境改善目標 具体的方策 項目 単位 目標値 実績値 評価 

１ 電力使用量の削減 

基準年度比：1％削減 

・空調温度の適正管理 

・休憩時間の消灯確認 

・設備の休止時電源オフ 

電力使用量 kWh ７０，２０６ ７１，２９１ 
B 

CO2排出量 kg-CO2 ２９，９０７ ３０，３６９ 

２ 
重機燃料使用の 

効率改善 

基準年度比：1％向上 

・アイドリングストップの推進 

・エコ運転の励行 

・重機の安全運転 

稼働時間当た

りの使用量 
L/ｈ ５．６４  ５．６５  

B 燃料使用量 L ― ４１，７８３ 

CO2排出量 kg-CO2 － １０７，８００ 

３ 
車両（収取運搬車）の燃

費改善 

基準年度比：1％向上 

・車内空調温度の適正管理 
・アイドリングストップの推進 

・エコ運転の励行 

・適正なオイル交換 

１L当たりの走

行距離 
ｋｍ/L ３．０８ ３．０７ 

 B 燃料使用量 L － １９４，２３９ 

CO2排出量 kg-CO2 － ５０１，１３６ 

４ 

リサイクル率の向上 

基準年度比： 

２％向上（４０％） 

・廃棄物管理教育の徹底 

・分別方法の見直し・決定 

リサイクル 

（資源化）率 
％ ４０ ４０ A 

５ 
分別方法の指導・提案 

基準年度比： 

２件増加（26件） 

・多排出量業者への教育 

・排出者への指導及び提案 

分別方法の

指導・提案 
件 ２６ ２７ A 

６ 
清掃活動 

施設周辺の清掃活動 

（1回/月） 

・事業所周辺のゴミ拾い 

・周辺側溝の清掃 
清掃回数 回 １２ １２ A 

評価記号 A：良好( 100%以上)  B： やや不足 (90～100%)  C： 不適合(90%以下)  

 

ＣＯ2 排出係数 : 中部電力 ； (2019 年実績) 0. 4 26 kg-ＣＯ2/kＷh  ガソリン；2.32 kg-ＣＯ2/ℓ 

       軽油；2.58 kg-ＣＯ2/ℓ   出典：環境省温室効果ガス排出量算定・報告公表制度 
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管理項目での実績 

管理項目 具体的施策 項目 単位 
２０２１ ２０２２ ２０２３ 

実績値 実績値 実績値 

ガソ リン使
用量の削減 

（営業車） 

・アイドリングストップ 

・使用前点検 

・エコドライブ 

ガソリン使用量 L/年 656 784  

CO2排出量 kg-CO2/年 1,522 1,818  

水使用量の
削減 

・節水管理 
・トイレ等の無駄な使
用抑制 

・節水の啓蒙 

水使用量 ㎥/年 

 
目標値90% 目標値80% 

1,364 1,212 

1,516 1,031（達成）  

自社廃棄物
の削減 

・分別方法の再教育 
・減量化の励行 廃棄物発生量 ｋｇ/年 20 20  

※注：各年度の目標値は、前年度実績値とする 

          

項    目 単位 
２０２１ ２０２２ ２０２３ 

実績値 実績値 実績値 

二酸化炭素 総排出量 

（電力＋軽油+ガソリン） 
kg-C02/年 659,676 641,123  

 
 

5.1 具体的環境活動の評価 
 

☆ 電力使用量の削減では、冷暖房については熱中症対策や社員の健康面から使用制限はできず 

  又業務量の増加により電力使用量が増え目標達成ができなかったが、今後も具体的方策を徹底し 

目標達成に努める。 

       ☆ 重機、収集運搬車の燃料効率の向上では昨年よりも向上はしているもののどちらも目標は達成できな

かった。 

 収集運搬車両と重機の燃料（軽油）使用量は昨年よりも削減できた。 

         営業車両のガソリン使用量は営業活動の拡大もあり、増加した。 

引き続きエコドライブ等に努めると共に作業方法の見直しによる作業効率の向上を図り、ガソリン・

軽油使用量の削減に努める。 

☆ リサイクル率は選別の徹底、排出事業者様への提案等により向上に努める。 

☆ 廃棄物排出量の削減については、再利用を推し進め無駄を省くようにした。 

☆ 水使用量の削減については、搬出する処分場からの要請により搬入前にほこり対策のため散水を

続けているが適切な量、タイミングで行うことにより昨年よりも使用量が大幅に減少した。 

  業務で必要な作業においては適切に水を使用し節水を心がけるようにしている。 

 

5.2 次年度の活動について及び今後の課題 

 
次年度の活動については、中長期目標の３年目の活動目標を掲げ達成を目指していく。 

①電力の削減については引き続き具体的方策を徹底する。 

②ガソリン・軽油の燃費向上については、安全かつ効率的な作業手順を考え進めていき、使用量の削減

についても努めていく。 
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③水使用量の節減については、搬出前の散水の適正化により使用量が大幅に減少しており、これから

も場内の散水を含め、節水に務めるとともに雨水タンク等の導入を引き続き検討していく。 

  次年度以降は新たな削減率を決定し、目標に取り込みます。 

④廃棄物使用量の削減については、 裏紙使用の徹底を図り、簡易包装の製品を使用するよう心がける。 

 

6.  環境関連法規の順守状況 

当社の事業活動に制約を受ける環境関連法規制等（適用される法令を別表1に示す）については、 順守状況
を定期的に確認し、評価の結果、違反はなかった。また関係機関等からの違反の指摘・ 苦情・ 訴訟はなかっ
た。 

 
７.  最高責任者による全体の評価見直しの結果 

 

７.1  全体評価 

システムの構築は、全般的にスムーズに連用され、現時点で見直す点はない。 

引き続きシステムを継続し、環境負荷低減に 向けて推進すること。 

 

 

７.2 見直し評価 

・環境宣言の変更の必要性                       ： 重点テーマの見直しにより変更 

・環境改善活動及び環境経営システム等の変更の必要性  ： 水使用量を削減目標とするため変更 

・実施体制の見直し、変更の必要性                ： なし 

 

 

８.  コミュニケーション 
 

施設確認を21社受け入れた。 

 
 

以上 
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別表1 

区分 名   称 要求事項 環境影響項目 管理部門 

大気 

気候変動適応法 

・事業円滑化のためのリスク管理（従業員の熱中症対策、

ハザードマップ確認；努力義務） 

・国、公共団体の気候変動対応の施策に協力 

作業員 

従業員 
施設部門 

オフロード法（特定特殊自

動車ガス規制法） 

建設機械などの公道を走行しない特殊自動車（オフロード

特殊自動車）に対しての排ガス規制 
重機類 施設部門 

水 質 浄化槽法 
・年1回の法定検査 

４ヵ月に１回の保守点検及び年１回の清掃・ 
浄化槽 事務所部門 

廃棄物 

廃棄物処理及び清掃に関

する法律 

・一般廃棄物の許可業者へ委託 

・産業廃棄物収集運搬委託契約の締結 

・産業廃棄物の委託契約の締結 

・産業廃棄物収集運搬（処理）基準順守 

・廃棄物置場の保管基準の順守 

・産業廃棄物積替え保管基準の順守 

・産業廃棄物中間処理基準の順守 

・帳簿の備付 ・マニフェストの保管 

・最終処分：委託の都度マニフェスト（二次）交付、回収、交

付状況報告 

廃プラスチック

類、混合廃棄

物、金属くず、

木くず、紙くず、

水銀使用製品

産業廃棄物 

  

事務所部門・ 

施設部門 

フロン排出抑制法 

 

・使用時：簡易点検 

・廃棄時：回収・運搬・破壊に要する料金支払。委託確認

書・取引証明書保存（3年） 

・点検記録は機器廃棄後３年保管 

業務用エアコ

ン、重機械 

事務所部門・ 

施設部門 

リサイ

クル 

資源有効利用促進法 ・長期使用、再生資源･部品利用の努力義務 パソコン 事務所部門 

家電リサイクル法 ・買替、廃棄等業者引渡し時リサイクル料の支払 エアコン・テレビ 事務所部門 

小型家電リサイクル法 ・使用済み小型家電の処理 デジカメ等 事務所部門 

自動車リサイクル法 ・車検又は買替時リサイクル料の支払 自動車 事務所部門 

プラスチック資源循環促進

法 
・プラスチック産業廃棄物の排出抑制、再資源化 

プラスチック廃

棄物 

事務所部門・ 

施設部門 

化学物

質 

消防法（危険物関係） 危険物の指定量以上貯蔵、取扱い、運搬 
指定可燃物（木

くず合成樹脂） 
施設部門 

高圧ガス保安法 高圧ガスの貯蔵及び取扱 
アセチ レ ン ガ

ス、酸素 
施設部門 

地方 

条例 

三重県生活環境の保全に

関する条例 
・焼却行為の制限、水質汚濁の防止 装置、排水 施設部門 

三重県産業廃棄物の適正

な処理の推進に関する条例 
・産業廃棄物適正処理、処分委託業者の処分能力の確認 産業廃棄物等 施設部門 

三重県地球温暖化対策推

進条例 

・温室効果ガス等の排出抑制、自動車対策（アイドリング

ストップ等） 

装置 

自動車 
施設部門 

愛知県廃棄物の適正な処

理の促進に関する条例 
愛知県内産廃処分場への産業廃棄物処分委託 産業廃棄物等 施設部門 

津市廃棄物の減量及び処

理等に関する条例 

・廃棄物の排出抑制、その減量に努める 

・廃棄物の減量その他の適正処理に関し市の施策に協力 

装置、 

廃棄物 
施設部門 

津市火災予防条例 消防法で規定する指定可燃物 指定可燃物 施設部門 

その他

の 

要求事

項 

協定 ・地域自治体との取決め事項  事務所部門 

顧客要求 ・ＥＭＳ審査登録  事務所部門 

加入組織の要請 ・産業廃棄物協会・組合等の取決め事項  事務所部門 

 


